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＜連絡事項＞

· 伊藤五十二様、五日市規様が本日胸部写真と頭部ＣＴの検査施行しています。

＜ＳＳＴミーティグ＞

Ａグループ：自己紹介のロールプレイをしています。患者様の方から自己紹介の方法について色々意見が出てスムーズに行えています。

　　　　　　話し方に要領を得ない方がおりましたが、表情良く会話する事は出来ています。　
　Ｂグループ：自己紹介のロールプレイをしています。患者様から自己紹介の方法など具体的に出していただいています。ロールプレイでは緊張している方もおりましたが、表情よく視線等も合わせる事が出来ています。

Ｃグループ：自己紹介のロールプレイをしています。自己紹介の方法など患者様からの意見が少なかった為、スタッフが方法やポイントを挙げロールプレイを行なっていますが、スムーズに言葉が出てこない方が多かったです。

Ｄグループ：自己紹介のロールプレイをしています。自己紹介の方法を教えてから実際にロールプレイを行っています。視線を合わせる事の出来ない方もおりましたが、ほとんどの方はスムーズに自己紹介する事が出来ています。 

· ＊次回も自己紹介のロールプレイを行ないます。

· 伊藤五十二様は話す内容をボードに書き確認していただいてからロールプレイを行なって下さい。はっきりと話せるようにウォーミングアップで発声練習等取り入れてみる。　
＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞
· 金沢　洋子様～ブラジャーを着用されておらず、身だしなみとしてきちんと　　　　　　

ブラジャーをつける様指導しています。現在、一枚ありますが古くなり伸びきっています。ご本人が父親に持って来て欲しいとお願いしていたようですが、御家族（父親）から本人が買いに行く事はできないか？と要望がありました。スタッフ付添いで外出し購入予定です。

· 元沢　政治様～買い物時、計画性に乏しく多量に商品を購入されている傾向　　　　　　　　　
があります。一回分の購入金額を決めて購入していただきましょう。
＜三上Ｄｒ勉強会＞
糖尿病（Ｒ）
治療法としては、食事療法・運動療法・薬物療法があげられます。
１）食事療法について

　　食事療法は、全ての糖尿病患者で治療の基本であり、出発点です。食事療法の実践により糖尿病が改善され、糖尿病合併症のリスクは低下します。

２）個別対応の食事療法

　　個々人の生活習慣を尊重した個別対応の食事療法が必要です。その為には食生活の内容をはじめ、食事の嗜好品・時間などの食習慣や身体活動量などを十分に摂取します。

３）摂取エネルギー量の決定

　　血糖値・血圧・血清脂質のコントロール、体重の推移、年齢、性別、合併症の有無、エネルギー消費（身体活動）や従来の食事摂取量などを考慮して医師が、摂取エネルギー量を決定します。

　　摂取エネルギー量算定の目安

　　　摂取エネルギー量＝標準体重×身体活動量

　　　標準体重（㎏）＝＜身長₍m₎＞²×22

　　　身体活動量（kcal/㎏標準体重）

　　　　　　　　＝25～30　軽労作（デスクワークが主な人、主婦）

　　　　　　　　＝30～35　普通の労作（立ち仕事が多い職業）

　　　　　　　　＝35～　　重い労作（力仕事が多い職業）　　
※肥満者や高齢者はでは少ない方にとるなど、症例ごとの病態も考慮します。

４）摂取成分量

　　指示エネルギー量の50～60％を炭水化物とし、蛋白質は標準体重1㎏あたり1.0～1.2g残りを脂質で摂取します。脂肪の総摂取量は総エネルギーの25％以内とし、飽和脂肪酸や多価不飽和脂肪酸はそれぞれ摂取エネルギー量の10％以内におさめます。

５）管理栄養士による食事指導

　　実際の指導にあたって管理栄養士が食事指導を行なう事は、血糖コントロールに有効です。日本では、管理栄養士が食品交換表を用いて栄養指導をするのが多いのですが、理解の不十分な場合は実際の食品やフードモデルなどを用いて指導しております。

６）食塩の摂取量

　　食塩の過剰摂取は血圧上昇に作用したり、食欲を亢進させるので多くても1日10g以内に制限します。

７）食物繊維

　　食物繊維は血糖コントロール改善に有効であり、血中脂質も低下させます。

　　８）食品の種類

　　　　ビタミン・ミネラルの摂取不足を防ぐためにできるだけ多くの種類を摂取させます。

食事指導のポイント：食習慣をもとに修正指導します。

1） 腹八分目とする。

2） 食品の種類はできるだけ多くする。

3） 脂肪は控えめに。

4） 食物繊維を多く含む食品（野菜・海藻・きのこ）をとる。

5） 朝食・昼食・夕食を規則正しくゆっくりかんで食べる。

　

　　　　※一般に普及している健康食品・サプリメントについては、効果に関する客観的なものが乏しいため積極的に勧められないと本に書かれています。
















